
 

 

 

 

 

 

小樽市小学校長会は、市内１７校（内小中併置校１

校）の校長で組織されている。今年度は、転入３名、採

用１名、中学校からの異動１名の新会員を迎え、４月

８日に総会を開催し、活動方針や予算を決定するとと

もに、新年度の役員を選出した。 

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

 

 小樽市小学校長会は、小樽市教育推進計

画の基本理念である「主体的に学び 小樽

の未来を創る心豊かな人づくり」の実現を

目指すため、校長としての使命と責任の重

要性を自覚し、職能の向上に努めるととも

に、小樽市民の負託と家庭・地域の信頼に

応えることのできる小学校教育の推進及び

小樽市の教育振興に寄与することを目指し

て活動している。 

 これまで本会は、小学校長会重点施策と

小樽市校長会重点目標の実現を活動の中心

に据え、自走する学校づくりを進めながら、

小樽市中学校長会と連携し組織的に取り組

み、成果を上げてきた。とりわけ昨年度は、

「持続可能な校内組織の在り方」「教育Ｄ

Ｘの推進」「小中一貫教育の推進」「人材育

成」「業務改善」に焦点を当て、各ブロック

で現状分析するとともに目標や方策を共有

し、足並みを揃えて学校運営の改善・強化

が図られたことは大きな成果である。また、

小樽市校長会及び小樽市教頭会との連携に

よる、「評価システムの改善」について、令

和７年度より市内全小学校で開始すること

ができた。 

 一方、昨年度重点施策として取組を進め

た「教育ＤＸの推進による『これからの時

代に対応した学校教育』の確立」について

は、談話題で取り上げた上で情報共有する

などに留まり、小学校長会としての具体的

な取組を推進するには至らなかった。また、

不慮の事故により本市の児童の尊い命が失

われるという、絶対にあってはならない事

案が発生したことは痛恨の極みである。 

 そこで、本会では、昨年度に引き続き、全

小学校で教育ビジョンに『教育 DXの推進』

を位置付け、予測困難な時代を生きていく

子どもたちに必要な資質・能力を育むため

に、学び続ける小学校長会としての本領を

発揮し、本市における『これからの時代に

対応した学校教育』の確立を目指すととも

に、学校運営協議会・地域とも連携しなが

ら、改めて危機管理について見直しを行い、

本市児童の安心・安全を守る取組を全力で

推進する。 

 

Ⅱ 活動の重点 

１ 重点施策 

 〇 教育ＤＸの推進による『これから

の時代に対応した学校教育』の確

立 

 ○ 地域及びＣＳとの協働・連携によ

る『安心・安全な学校』づくり 

 

 

令和７年度 

 小樽地区の巻 

           事務局 小樽市立幸小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

（手宮線跡地） 



２ 活動内容 

① 校長として、その責務を自覚し、学

校経営の充実に資する研究活動の推

進と研修の充実を図り、学校経営の

専門職としての職能の向上に努める。 

職能向上 
   
② 教育関係機関及び中学校長会との

密接な連携を図り、総力を結集して

本会の重点施策に取り組むとともに、

本市の教育課題の解決にあたる。      

連携 
 

③ これまでの当たり前から脱却し、

最新のデジタルテクノロジーを活用

して、『自走へのマネジメント』（「令

和の日本型学校教育」「生かし高める

人材育成」「組織的な校務の推進」）

を強化・革新するとともに、学校にお

ける働き方改革を一層推進する。       

教育ＤＸ 
 

④ 多様な子どもたちを包摂する柔軟

な教育課程及びこれからの時代を見

据えた授業の在り方についての検

討・協議を行い、不登校児童も含め、

全児童が主体的に学びに向かうこと

ができる学校を実現する。 

教育課程  
 

⑤ 全連小研究課題「健やかな体を育

むカリキュラム・マネジメントの推

進と校長の在り方」に向けた共同研

究を推進し、道小根室大会に向けた

研究体制を構築する。             

研 究 
  

⑥ 教頭・主幹教諭・教務主任・研究部

長等の学校マネジメント能力を高め

る研修の機会を充実させ、次世代を

担うスクールリーダーの育成を図る。 

人材育成 

⑦ 安心・安全な学校づくりを目指し、

関係機関との連携や情報共有に努め、

危機管理体制の整備・充実を図る。 

危機管理 

 

Ⅲ 各部の活動方針 

 

１ 組織部 

 子どもが安心して日常生活を送るこ

とのできる安全な環境をつくるため、

小・中・高校及び関係諸団体などとの

連携を密にし、子どもたちの健全育成

並びに教育環境の充実や学校経営の改

善に資する業務推進に努める。 

 

 ２ 研修部 

   全連小及び道小の教育研究大会に関

する活動や学校経営に関わる研修活動

の推進を通して、校長としての一層の

職能向上を図る。 

 

３ 厚生部 

   小樽市小学校長会の方針に基づき、

学校給食及び学校保健・安全の向上を

図るとともに、会員及び教職員の福利

厚生の充実と親睦に努める。 

 

Ⅳ 役 員 

 

会  長 及  川 年  彦 (長 橋 小） 

副 会 長 草 島 拓 也 (山の手小） 

脇 本 麻友美 （望洋台小） 

監  査 遠  藤 隆  典 (稲 穂 小） 

五十嵐   宰 (花 園 小） 

事務局長 西 山 誠 一 （幸  小） 

事務局次長・会計 小 寺 友 興 （手宮中央小） 

組織部長 日下部 匡 彦 (朝 里 小） 

研修部長 大 山 倫 生 (銭 函 小） 

厚生部長 伏 間 公 洋 (桂 岡 小） 

 


